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「
０９
年
度
校
友
会
定
時
総

会
」
が
７
月
４
日
、
東
京
・

新
宿
の
「
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
」
で
校
友
と
そ
の
家
族
、

専
修
３
大
学
の
関
係
者
ら
約

２
６
０
人
が
参
集
し
て
開
催

さ
れ
た
。

甘
竹
秀
雄
会
長
が
「
全
日

本
大
学
駅
伝
出
場
が
決
ま

り
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
体
育
会

各
部
の
優
秀
選
手
獲
得
に
も

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
、

�
強
い
体
育
会
復
活
″
へ
の

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。
来
賓
の
日
髙
義
博
学
校

法
人
専
修
大
学
理
事
長
・
専

修
大
学
長
は
「
創
立
１
３
０

年
の
思
い
を
託
し
て
新
学
部

を
設
置
、
文

学
部
を
再
編

し
、
商
学
研

究
科
に
会
計

学
専
攻
を
設

置
し
ま
す
。

こ
れ
を
節
目

に
１
５
０
年

に
向
け
て
大

学
を
引
っ
張

っ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い

さ
つ
。

議
事
で
は
、
水
﨑
保
男
総

務
部
長
（
昭
４４
法
）
か
ら
、

先
に
行
わ
れ
た
代
議
員
会
の

諸
報
告
が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
校
友
会
か
ら
専
修

大
学
へ
寄
付
の
報
告
が
あ

り
、
甘
竹
会
長
か
ら
日
髙
理

事
長
・
学
長
へ
３
０
０
０
万

円
の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

懇
親
会
は
、
菅
沼
堅
吾
育

友
会
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、

体
育
会
優
秀
選
手

の
紹
介
、
チ
ョ
イ

チ
ャ
ッ
ク
の
２
人
（
川
合
鉄

平
さ
ん
∥
平
１２
商
と
伊
佐
淘

汰
さ
ん
∥
平
１３
法
）
の
お
笑

い
、
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｉ
の
演
舞
、
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
（
佐
潟
武
さ
ん
∥

平
１７
商
と
坂
室
賢
一
さ
ん
∥

平
１８
経
済
）
の
歌
と
ギ
タ
ー

演
奏
、
原
一
平
さ
ん
（
昭
３６

商
経
）
の
漫
談
で
会
場
を
盛

り
上
げ
、
全
学
応
援
団
の
リ

ー
ド
で
校
歌
を
斉
唱
し
て
散

会
し
た
。

校
友
会
代
議
員
会
が
６
月
１３
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

全
国
の
代
議
員
１
４
０
人
（
委
任
状

４
１
７
人
）
が
出
席
し
、
活
発
な
議

論
を
交
わ
し
た
。

は
じ
め
に
、甘
竹
秀
雄
会
長
が「
会

員
拡
大
、
母
校
の
創
立
１
３
０
年
記

念
へ
の
援
助
、
校
友
会
奨
学
金
の
充

実
が
本
年
度
の
活
動
の
大
き
な
柱
で

す
。
会
と
母
校
の
ま
す
ま
す
の
発
展

の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
尽

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
∥
写
真
。
引
き
続
き
、
甘
竹
会

長
が
議
長
を
務
め
、
議
事
を
進
行
。

第
１
号
議
案
「
０８
年
度
事
業
・
決
算

報
告
、
同
監
査
報
告
」
、
第
２
号
議

案
「
０９
年
度
事
業
計
画
（
案
）
・
収

支
予
算
（
案
）」、
第
３
号
議
案
「
専

修
大
学
校
友
会
奨
学
生
規
定
の
廃
止

・
新
制
定
承
認
」
が
審
議
さ
れ
、
承

認
さ
れ
た
。

※
議
案
の
詳
細
は
校
友
会
誌
「
ア

ド
ニ
ス
４８
号
」
（
７
月
発
行
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

校
友
会
城
東
・
城
北
地
域

支
部
が
６
月
１４
日
、
専
修
大

学
創
立
１
３
０
年
を
記
念
し

て
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
合
同

講
演
会
を
催
し
た
。

城
東
地
区
（
足
立
、
江
戸

川
、葛
飾
、江
東
、台
東
、墨
田

の
６
支
部
）、
城
北
地
区（
荒

川
、板
橋
、北
、豊
島
、練
馬
の

５
支
部
）
か
ら
約
１
３
０
人

が
参
加
。
日
髙
義
博
理
事
長

・
学
長
が
「
『
社
会
知
性
の

開
発
』
と
卒
業
生
の
使
命
」、

中
村
幸
昭
・
鳥
羽
水
族
館
名

誉
館
長
（
昭
２６
経
済
）
が
「
自

然
・
環
境
・
人
間
」
と
題
し

て
講
演
を
行
っ
た
。

※
校
友
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
校
友
会
事
務
局
☎
０３
（
３
２
６

５
）
７
５
７
９
ま
で
。

小
林

豊
氏
（
こ
ば
や
し

・
ゆ
た
か
∥
昭
４９
経
営
）

㈱
テ
レ
ビ
静
岡
の
新
社
長

に
６
月
２６
日
付
で
就
任
。

本
社
∥
静
岡
県
。
静
岡
県
を

対
象
に
し
て
い
る
フ
ジ
テ
レ

ビ
系
列
に
属
す
る
放
送
局
。

〈
我
孫
子
・
印
西
支
部
総
会
〉

▽
７
月
２５
日
（
土
）
１３
時
３０

分
開
会
▽
我
孫
子
市
布
佐

「
近
隣
セ
ン
タ
ー

ふ
さ
の

風
」

深
沢
延
幸
氏
☎
０４

（
７
１
８
７
）
２
６
６
０

〈
二
鳳
会
納
涼
会
〉

▽
７
月
２５
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
「
浅
草
Ｒ
Ｏ
Ｘ
ま
つ
り

湯
」
Ｒ
Ｏ
Ｘ
ビ
ル
７
Ｆ

新

堀
明
氏
☎
０９０
（
８
０
１
６
）

０
６
９
５

〈
九
州
連
合
会
〉

▽
８
月
２８
日
（
金
）
１８
時
開

会
▽
「
ホ
テ
ル
レ
ク
ス
ト
ン

鹿
児
島
」

肥
後
勝
司
氏
☎

０９９（
２０６
）２
３
２
３

〈
江
東
支
部
・
東
京
湾
納
涼

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
〉

▽
８
月
２９
日
（
土
）
１８
時
集

合
▽
中
央
区
月
島
「
月
島
係

留
場
」
▽
参
加
費
∥
男
性
１

万
円
、
女
性
８
０
０
０
円


青
木
実
氏
☎
０９０
（
８
９
４

６
）
０
２
５
０

「
健
康
な
体
と
き
れ
い
な

水
を
守
る
」
が
モ
ッ
ト
ー
の

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
」

（
北
九
州
市
）。

肌
に
ト
ラ
ブ
ル
の
あ
る
人

に
も
安
心
し
て
使
え
る
無
添

加
の
石
け
ん
の
評
判
が
口
コ

ミ
で
広
が
り
、
通
販
会
員
は

約
２０
万
人
。
先
代
の
父
・
光

德
氏
（
故
人
）
が
、
主
力
の

合
成
洗
剤
の
販
売
か
ら
転

じ
、
環
境
と
人
に
や
さ
し
い

商
品
づ
く
り
を
７４
年
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
が
、
社
員
５
人

と
い
う
厳
し
い
時
代
も
あ
っ

た
と
い
う
。

３０
歳
の
若
さ

で
ト
ッ
プ
に
就

任
。
「
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
教
わ

っ
て
お
け
ば
…

…
と
悔
や
む
こ

と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
『
親
子

３
代
で
使
っ
て

い
ま
す
』

な

ど
、
お
客
様
か

ら
の
、
う
れ
し

い
お
便
り
に
支

え
ら
れ
て
い
ま

す
」。釜

の
中
で
約

１
週
間
炊
き
込
む
「
ケ
ン
化

法
」
と
い
う
手
間
ひ
ま
か
か

る
製
法
で
つ
く
ら
れ
る
同
社

の
商
品
は
、
韓
国
や
中
国
に

も
フ
ァ
ン
が
い
る
。
「
日
本

で
使
っ
て
い
た
方
が
自
国
で

も
広
め
た
い
と
じ
か
に
お
見

え
に
な
り
、
販
路
が
拡
大
し

た
の
で
す
。
体
験
に
ま
さ
る

広
告
は
な
い
の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
」
。
２
月
に
ド
イ
ツ

で
開
か
れ
た
世
界
最
大
の
消

費
財
見
本
市
で
も
好
評
で
、

欧
州
へ
の
輸
出
も
始
ま
る
。

「
無
添
加
石
け
ん
の
良
さ

を
広
め
た
い
と
、
熱
い
思
い

を
全
社
員
が
共
有
し
て
い
る

の
が
当
社
の
強
み
で
す
」
。

年
間
１
万
人
近
い
工
場
見
学

者
は
、
「
人
に
や
さ
し
い
も

の
は
、
自
然
に
も
や
さ
し

い
」
も
の
づ
く
り
を
実
践
す

る
現
場
に
納
得
す
る
。

新
た
な
事
業
展
開
も
進
ん

で
い
る
。
北
九
州
市
消
防

局
、
北
九
州
市
立
大
学
と
産

学
官
連
携
で
無
添
加
石
け
ん

を
ベ
ー
ス
に
開
発
し
た
消
火

剤
「
ミ
ラ
ク
ル
フ
ォ
ー
ム
」

は
、
石
け
ん
成
分
が
効
果
的

に
消
火
し
、
水
の
使
用
量
も

従
来
の
１７
分
の
１
と
大
幅
に

減
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
に
も
数

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。「

公
害
を
克
服
し
た
工
業

都
市
の
北
九
州
市
は
、
環
境

保
護
の
意
識
が
高
い
の
で

す
。
当
社
の
技
術
を
社
会
に

貢
献
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た

だ
き
、感
謝
し
て
い
ま
す
」。

同
じ
連
携
で
取
り
組
ん
で
い

る
、
林
野
火
災
用
消
火
剤
に

も
期
待
が
か
か
っ
て
る
。

社
長
就
任
後
に
東
京
事
務

所
を
開
設
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス

ピ
ー
ド
化
と
、
取
引
先
と
の

信
頼
関
係
の
強
固
を
図
る
。

「
ア
ド
ニ
ス
４８
号
」刊
行

校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
４８

号
」
が
７
月
１５
日
に
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

特
集
・
仕
事
基
礎
力
の
第
２

回
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
力
」、「
わ

れ
ら
専
修
人
」
で
俳
優
の
尾

崎
英
二
郎
さ
ん
、床
山（
髪
結

せ
き
ふ
み

士
）
の
関
史
さ
ん
紹
介
、
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ

ン

ド

ド
ラ
マ「
輪
舞
曲
」、「
リ

セ
ッ
ト
」、
映
画「
恋
空
」

な
ど
話
題
作
を
次
々
と
手

掛
け
て
い
る
脚
本
家

の
渡
�
睦
月
さ
ん

（
平
９
院
文
修
）
初

の
書
き
下
ろ
し
長
編

小
説
「
１
０
０
ｅ
ｇ
ｇ
ｓ

（
ワ
ン
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・

エ
ッ
グ
ズ
）」。

ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
テ
レ
ビ
業
界
に
振
り

回
さ
れ
、
人
生
に
疲
れ
き

っ
た
女
性
脚
本
家
が
主
人

公
。
体
の
不
調
を
感
じ
、

受
診
し
た
産
婦
人
科
で

「
妊
娠
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ

と
１
０
０
回
し
か
な
い
」

と
告
げ
ら
れ
た
の
が
、
３７

歳
の
誕
生
日
。
「
子
供
を

産
ま
な
か
っ
た
ら
、
わ
た

し
は
一
生
ひ
と
り
で
、
最

後
は
の
た
れ
死
ぬ
の
か
も

し
れ
な
い
」と
愕
然
と
し
、

恐
怖
感
す
ら
覚
え
る
。
そ

ん
な
と
き
に
マ
ン
シ
ョ
ン

に
転
が
り
込
ん
で
き
た
脚

本
家
志
望
だ
と
い
う
１７
歳

の
美
少
年
。
不
思
議
な
魅

力
を
も
つ
彼
と
の
出
会
い

か
ら
生
ま
れ
る
奇
跡
と
は

…
。小

さ
い
こ
ろ
か
ら
書
く

こ
と
が
好
き
で
学
部
時
代

か
ら
小
説
家
志
望
だ
っ
た

が
、
大
学
院
時
代
、

な
か
な
か
書
け
ず
に

小
説
家
へ
の
道
を
断

念
し
た
と
い
う
渡
�

さ
ん
。
脚
本
家
と
し

て
キ
ャ
リ
ア
を
積
み

重
ね
て
今
作
を
一
気
に
書

き
あ
げ
た
と
の
こ
と
。

恋
に
仕
事
に
頑
張
る
ア

ラ
フ
ォ
ー
世
代
に
お
薦
め

の
１
冊
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

は
新
堂
冬
樹
氏
。
（
幻
冬

舎
‥
本
体
１
３
０
０
円
＋

税
）

母校の創立１３０年を祝って

関係者ら２６０人が参加…

▲ 全学応援団の皆さん

「０９年度 校友会定時総会」開く

▲ 前年度活躍した体育会優秀選手を紹介

脚
本
家

渡
�
睦
月
さ
ん

初
の
書
き
下
ろ
し
長
編
小
説

あ
い
さ
つ
す
る
甘
竹
会
長

◀

１００ｅｇｇｓ

司会の日髙治子
さん（平１１経営
・ＮＨＫ横浜放
送局キャスター）

▶
来
賓
代
表
で
あ
い
さ
つ
す

る
日
髙
理
事
長
・
学
長

▲ 会場には多くの校友がつめかけた

▲ ダンスチームＭＩＳＡＫＩの演舞

▲ チョイチャックのお笑い

城
東
・
城
北
地
域
支
部
合
同
講
演
会

－環境と人へのやさしさ伝える－

無
添
加
石
け
ん
メ
ー
カ
ー

シ
ャ
ボ
ン
玉
石
け
ん
㈱
代
表
取
締
役
社
長

も
り

た

は
や

と

森
田

隼
人
さ
ん

（
平
１２
経
営
）

▶

日
髙
理
事
長
・
学
長
の

講
演
に
聴
き
入
る
卒
業

生
の
皆
さ
ん

▶

中
村
・
鳥
羽
水
族
館
名

誉
館
長

第４６６号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２００９年（平成２１年）７月１５日（１１）




